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卒業必修 保育士必修 幼稚園教諭必修 選択（ 卒業 ） 

授業科目名：教育相談と幼児理解 

英語表記：Educational counseling and 

understanding of early children 

単位数：2単位 

（半期）講義 

担当教員名：金子智栄子 

ナンバリング：2401 担当形態：単独 

科 目／系 列 
道徳、総合的な学習の時間等の指導法及び生徒指導、教育相談等に関す

る科目／ 

施行規則に定める科目区分 

または事項等／教科目 

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。）の

理論及び方法、幼児理解の理論及び方法／ 

【授業の到達目標及びテーマ】 

＜テーマ＞  

幼児理解は、幼稚園教育のあらゆる営みの基本となるものであり、幼稚園における幼児の生

活や遊びの実態に即して、幼児の発達や学び及びその過程で生じるつまずき、その要因を把握

するための原理や対応の方法を考えることができる。そして、幼児、児童及び生徒の発達の状

況に即しつつ、個々の心理的特質や教育的課題を適切に捉え、支援するために必要な基礎的知

識 （カウンセリングの意義、理論や技法に関する基礎的知識を含む）を身に付ける。 

＜到達目標＞  

1. 幼児理解から発達や学びを捉える原理を理解できる。  

2. 幼児のつまずきを周りの幼児との関係やその他の背景から理解できる。  

3. 学校における教育相談の意義と課題を理解できる。  

4. 幼児の不適応や問題行動の意味並びに幼児の発するシグナルに気づき把握する方法を理

解できる。 

【授業の概要】 

幼稚園等における教育相談についての理論や実践的な体系について学び、子どもの発達や幼

 児期から思春期までの発達を見通した視点からの教育相談を進められるよう、幼児期の問題

や 課題などの事例を交えながら学んでいく。 

【学科の卒業認定・学位授与の方針との関連】 関連性 

【知識・理解・技能】 

1．保育・教育に必要な専門的知識を修得している。 〇 

2．子どもの心身の発達特性や健康について理解している。 〇 

3．保育・教育の実践的な技能を身に付けている。  

【思考・判断・表現】 

1．多面的な視点から問題を解決する対応方策を考えることができる。 〇 

2．保育者として実行すべきことを実態に照らして判断し、選択することができる。  

3．保育・教育の意図やねらいを、保育実践を通して表現することができる。  

【関心・意欲・態度】 

1．子どもを取り巻く社会の現状に関心を持っている。 〇 

2．保育・教育に責任感を持って、協働して取り組もうとする意欲を持っている。  

3. 子どもの権利と最善の利益を尊重する態度を身に付けている。 〇 

【授業計画】 

第１回：保育者の行う教育相談の考え方  

第２回：学校教育相談実践の歴史的変遷  

第３回：相談実践の整理とその意義  

第４回：隣接する学問や実践現場から学ぶ  

第５回：日本における学校教育相談の実践整理  

第６回：教育相談の進め方（１）教育相談実践の捉え方  

第７回：教育相談の進め方（２）観察方法  

第８回：教育相談の進め方（３）面接への視点  

【授業時間外の学習】 

(予習・復習：1時間程度) 

  

・図書館などを活用して、授 

業準備や調べ学習を行うこと。  

・教育相談に関する歴史的背 

景や変遷、カウンセリングに 

関する書籍等を読んでおく。  
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第９回：幼児理解のために（１）子どもの発達  

第１０回：幼児理解のために（２）幼児期の問題・課題  

第１１回：実践例（１）保護者との信頼関係  

第１２回：実践例（２）保護者の養育力の向上  

第１３回：実践例（３）幼小連携の観点から考える  

第１４回：実践例（４）外部専門機関との連携  

第１５回：まとめと授業内試験 

定期試験：なし 

・事前・事後学習で学んだことを

必ずまとめておく。  

・授業では、アクティブ・ラーニ 

ングを取り入れるので、自分の考 

えを述べられるように、日常から 

表現力を磨いておく。  

【授業の方法】 

講義とグループワークを中心に授業をすすめる。小レポートをもとに討議し、講評する。 

【テキスト】 

『教育相談とカウンセリング－子どもの発達理解を基盤として－』金子智栄子(編著)樹村房 

『保育者の力量を磨く―コンピテンス養成とストレス対処―』 金子智栄子(共著) ナカニシ

ヤ出版 

【参考書・参考資料等】 

 適宜プリントを配布する。 

【学生に対する評価】 

本授業の到達目標については試験 (70％)によって評価し、学習意欲・自発的授業参加についてはリ

アクション・ペーパーや課題(30％)によって総合的に評価する。  

※教員と学生間の成績評価に関する認識を統一するためにルーブリックを活用する。 

【履修上の注意】 

子どもの発達や成長を理解できるよう様々な文献等を活用し、事前・事後学習を行うこと。 

実務経験の有無：有 
実務経験：スクールカウンセラー、臨床心理士、 

日本カウンセリング学会認定スーパーバイザー 

【実務経験を生かした教育内容】  

 実務経験を活かした教育内容 相談経験を活かし、カウンセリング技法の習得をも予定している。 

 




